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こ
の
度
、内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
は
、「
平
成
十
四
年
度
概
算
要
求
」
と
「
平
成
十
四
年
度�

沖
縄
振
興
の
重
点
施
策
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。�

　
平
成
十
四
年
度
の
概
算
要
求
・
要
望

総
額
は
、
三
千
五
百
七
十
七
億
円
（
構

造
改
革
特
別
要
求
額
を
含
む
。
）、対
前

年
度
比
一
〇
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。�

　
そ
の
内
訳
は
、
基
本
的
政
策
企
画
立

案
等
経
費
三
百
十
八
億
円
、
対
前
年
度

比
一
二
七
・一
％
、
沖
縄
振
興
開
発
事
業

費
等
三
千
二
百
五
十
九
億
円
、
対
前
年

度
比
一
〇
〇
・六
％
、
こ
の
う
ち
公
共
事

業
関
係
費
は
、
二
千
九
百
三
十
九
億
円
、

対
前
年
度
比
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。�

��

　
新
た
な
時
代
の
沖
縄
の
振
興
に
向
け

て
、
関
係
各
方
面
の
協
力
を
得
つ
つ
、

今
年
度
内
の
沖
縄
振
興
新
法
実
現
に
取

り
組
む
。
平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、

新
法
の
下
で
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
新
振
計
の
初
年

度
と
し
て
、
次
の
と
お
り
施
策
の
具
体

化
を
図
る
こ
と
と
す
る
。�

　
ま
た
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
三
十
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
当
り
、
二
十

一
世
紀
の
沖
縄
の
新
た
な
発
展
の
出
発

点
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
な
か
で
、
沖

縄
復
帰
三
十
周
年
記
念
行
事
を
行
う
べ

く
準
備
す
る
。�

一 

産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の
構
築�

　
沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
活
か

し
た
産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
。�

（
一
）観
光
リ
ゾ
ー
ト�

　
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化

等
を
活
か
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

世
界
遺
産
の
周
辺
整
備
、
健
康
保
養
型

観
光
の
推
進
、
新
た
な
食
材
・
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
等
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を
目
指

し
新
た
な
施
策
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

美
ら
島
沖
縄
創
造
事
業
を
は
じ
め
と
し

て
美
し
い
沖
縄
の
景
観
形
成
に
配
慮
し

た
基
盤
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新

た
な
観
光
の
拠
点
と
し
て
世
界
的
規
模

の
新
水
族
館
の
完
成
を
図
る
。�

　
さ
ら
に
、
沖
縄
観
光
に
お
け
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
の
魅
力
向
上
等
に
よ
る
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
一
層
の
飛
躍
を

目
指
し
て
、
所
要
の
税
制
上
の
措
置
を

講
じ
る
。�

（
二
）情
報
通
信�

　
沖
縄
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
し
て
期
待
さ
れ
る
情
報
通
信
産
業
の

一
層
の
発
展
の
た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
産
業
集
積
の
牽
引
力
と
な
る
情
報

中
枢
機
能
の
集
積
を
促
進
す
る
た
め
の

新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
。�

　
ま
た
、
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使

し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
や
学
校
教
育
に
お

け
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
な
ど
、
観
光
、
教
育
、
行
政
等
様
々

な
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
積
極

的
に
推
進
す
る
。�

（
三
）農
林
水
産
業�

　
亜
熱
帯
特
性
を
活
か
し
た
特
色
の
あ

る
農
林
水
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
新

た
な
計
画
を
策
定
し
、
生
産
基
盤
の
整

備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
島
し
ょ

県
沖
縄
に
適
合
し
た
農
水
産
物
の
効
率

的
な
流
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
食
材
・
メ

ニ
ュ
ー
開
発
等
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業

と
連
携
し
た
施
策
を
推
進
す
る
。  �

（
四
）製
造
業
等�

　
産
業
の
総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め

新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

産
業
振
興
に
向
け
た
研
究
開
発
の
促
進

の
た
め
、
新
た
に
沖
縄
産
学
官
共
同
研

究
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら

に
、
特
別
自
由
貿
易
地
域
等
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
措
置
を
拡
充
す
る
。
ま

た
、
海
洋
深
層
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
て
取
組
を
進

め
る
。�

　
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
つ

い
て
は
、
酒
税
の
軽
減
措
置
等
の
所
要

の
特
別
措
置
の
継
続
を
図
る
。�

（
五
）金
融
業
等�

　
金
融
業
等
の
集
積
を
促
進
す
る
た
め

新
た
な
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

金
融
関
連
業
務
誘
致
の
た
め
の
基
盤
整

備
や
人
材
育
成
の
た
め
の
調
査
等
を
行

う
。�

（
六
）中
小
企
業�

　
沖
縄
の
地
域
資
源
の
活
用
等
に
よ
り

優
位
性
を
発
揮
し
う
る
産
業
な
ど
沖
縄

に
と
っ
て
重
要
な
産
業
分
野
に
お
け
る

中
小
企
業
の
発
展
的
な
事
業
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
制
度
を
創
設
す
る
。�

　
ま
た
、
新
事
業
の
創
出
・
育
成
を
支

援
す
る
た
め
に
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公

庫
の
金
融
機
能
の
拡
充
を
図
る
。�

二  

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る�

　  

交
流
拠
点
の
形
成�

　
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
観

点
か
ら
、
拠
点
空
港
で
あ
る
那
覇
空
港

の
整
備
を
は
じ
め
、
那
覇
港
、
中
城
湾

港
新
港
地
区
等
の
整
備
を
進
め
る
。
ま

た
、
亜
熱
帯
の
特
性
を
活
か
し
た
科
学

技
術
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
九

州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
、

国
際
会
議
の
沖
縄
開
催
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。�

　
大
学
院
大
学
構
想
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
検
討
会
を
立
ち
上
げ
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
十
四
年
度
予
算
に
調
査

費
を
計
上
し
、
世
界
最
高
水
準
の
自
然

科
学
系
の
大
学
院
大
学
の
実
現
に
向
け

て
取
組
を
進
め
る
。�

三  

人
材
の
育
成�

　
人
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
初
等
中
等

教
育
機
関
の
整
備
と
学
校
教
育
の
情
報

化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の

進
展
等
に
対
応
し
た
専
門
的
な
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
「
沖
縄
工
業
高
等
専

門
学
校
」
（
仮
称
）
の
整
備
に
着
手
す

る
。
ま
た
、
職
業
の
安
定
及
び
人
材
の

育
成
の
た
め
、
労
働
者
の
雇
用
の
促
進
、

職
業
能
力
開
発
の
促
進
等
の
計
画
的
な

推
進
を
図
る
。�

四 

潤
い
の
あ
る
平
和
な
美
し
い
沖
縄
づ
く
り�

�
  

沖
縄
の
貴
重
な
環
境
の
保
全
を
図
る

観
点
か
ら
、
修
景
緑
化
等
の
緑
の
再
生
、

赤
土
等
の
流
出
防
止
、
環
境
に
配
慮
し

た
公
共
事
業
の
実
施
等
に
努
め
る
。
ま

た
、
循
環
型
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け

て
、
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
整
備
を
推

進
す
る
ほ
か
、
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
」
構
想
の
具
体
化
に

向
け
て
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
環

境
調
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進
の

た
め
の
支
援
制
度
の
創
設
を
図
る
。
国

立
組
踊
劇
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五

年
度
の
開
場
に
向
け
て
引
き
続
き
整
備

を
進
め
る
。�

　
さ
ら
に
、
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
伴
う

特
別
対
策
と
し
て
、
対
馬
丸
事
件
を
後

世
に
伝
え
、
遭
難
学
童
へ
の
追
悼
と
平

和
を
祈
念
す
る
事
業
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
市
町
村
が
行
う
不
発
弾

の
探
査
、
発
掘
を
支
援
す
る
。�

五  

社
会
資
本
整
備
の
推
進�

　
本
土
か
ら
の
遠
隔
性
や
島
し
ょ
性
等

の
不
利
性
を
克
服
す
る
と
と
も
に
全
国

の
中
で
も
高
い
人
口
の
伸
び
に
伴
う
基

盤
整
備
の
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め
、

道
路
、
港
湾
、
水
資
源
開
発
、
生
活
環

境
施
設
、
保
険
医
療
施
設
等
、
生
活
・

産
業
基
盤
と
し
て
の
社
会
資
本
の
整
備

を
戦
略
的
・
重
点
的
に
進
め
、
沖
縄
が

特
色
あ
る
地
域
と
し
て
自
立
的
発
展
が

可
能
と
な
る
よ
う
基
礎
条
件
の
整
備
を

図
る
。�

　
ま
た
、
社
会
資
本
の
整
備
等
に
係
る

国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等

を
継
続
す
る
。�

六 

均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り�

　
沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。�

　
こ
の
た
め
、
新
た
な
沖
縄
振
興
計
画

に
お
い
て
圏
域
別
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
に
留

意
し
つ
つ
各
般
の
施
策
の
具
体
化
を
図

る
。
ま
た
、
地
域
の
産
業
振
興
等
を
図

る
べ
く
沖
縄
振
興
の
た
め
の
特
別
の
予

算
措
置
を
継
続
す
る
。�

�
 

さ
ら
に
、
離
島
の
振
興
、
活
性
化
は

沖
縄
の
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
港
湾
、
空
港
等
の
整
備
を
は
じ

め
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
医
療
の
確
保
、

福
祉
の
増
進
、
教
育
の
充
実
、
生
活
用

水
の
確
保
、
下
水
道
の
整
備
等
を
進
め

る
。�

七 

米
軍
施
設
・
区
域
に
係
る
諸
施
策
の
展
開�

　
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の

整
理
・
統
合
・
縮
小
に
つ
い
て
、
「
沖

縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員
会
（
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｏ
）
」
最
終
報
告
の
着
実
な
実
施
を

図
る
。
特
に
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
移

設
に
関
す
る
政
府
方
針
」
（
平
成
十
一

年
十
二
月
閣
議
決
定
）
に
従
い
、
沖
縄

県
及
び
地
元
地
方
公
共
団
体
と
の
間
の

各
種
協
議
会
等
を
中
心
に
、
普
天
間
飛

行
場
の
移
設
と
、
こ
れ
に
伴
う
移
設
先

及
び
周
辺
地
域
の
振
興
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
沖
縄
県
北
部
地
域
の
振
興
、

並
び
に
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
促
進

及
び
円
滑
化
等
を
図
る
。�

　
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町

村
活
性
化
特
別
事
業
を
引
き
続
き
鋭
意

実
施
す
る
。�

その�1

平成14年度概算要求・要望額総表�
（単位：百万円、％）�

事　　　　　　　項�
平成14年度�
概算要求額�
31,810�

100�

4,561�

266�

10,401�

5,000�

5,000�

421�

91�

5,969�

325,875�

318,340�

293,937�

19,794�

1,531�

3,077�

628�

966�

5,942�

357,685

25,021�

0�

132�

266�

8,053�

5,000�

5,000�

388�

0�

5,982�

323,970�

313,473�

293,937�

15,106�

1,352�

3,077�

614�

683�

9,201�

348,992

6,789�

100�

4,430�

0�

2,348�

0�

0�

33�

91�

△13�

1,905�

4,867�

0�

4,689�

178�

0�

14�

283�

△3,259�

8,693

127.1�

皆増�

3,463.5�

100.0�

129.2�

100.0�

100.0�

108.4�

皆増�

99.8�

100.6�

101.6�

100.0�

131.0�

113.2�

100.0�

102.3�

141.4�

64.6�

102.5

前年度�
予算額�

対前年度比�
増△減額� 比　率�

沖 縄 振 興 開 発 事 業 費 �

　�

�

�

�

戦 後 処 理 経 費 �

沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費�

沖縄振興開発金融公庫補給金等経費�

　（1）�

　（2）�

　（3）�

　（4）�

公 共 事 業 関 係 費 �

沖 縄 教 育 ・ 文 化 振 興 事 業 費 �

沖 縄 保 健 衛 生 等 対 策 諸 費 �

沖 縄 農 業 振 興 費 �

沖 縄 振 興 計 画 推 進 調 査 費 �

沖 縄 に お け る 産 業 振 興 関 係 経 費 �

普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費�

沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費�

沖 縄 北 部 特 別 振 興 対 策 事 業 費 �

沖 縄 特 別 振 興 対 策 調 整 費 等 �

高度行政情報システム化推進経費�

沖 縄 復 帰 3 0 周 年 記 念 行 事 経 費 �

そ　　　　　　　の　　　　　　　他�

基本的政策企画立案等経費�

沖 縄 振 興 開 発 事 業 費 等 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9

1

2�

3�

4

合　　　　　　　　計�

（注1）四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。�
（注2）平成14年度概算要求・要望額は、構造改革特別要求額を含む。�


